
平和教育の

国際的動向
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ユネスコの「平和の文化』プログラムと各国での具体化

を輝介し、スウェーデンなど国際的な平和叡育のなか

での日本の平和紋育の特徴と今後の課題を示唆する。

は
じ
め
に

平
和
教
育
の
国
際
的
動
向
に
つ
い
て
紹
介
す
る
の
が
、
こ
の
小
論
の

目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
国
際
的
」
と
い
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
を

含
め
た
世
界
各
国
の
平
和
教
育
に
つ
い
て
、
歴
史
的
展
望
も
含
め
て
、

各
々
紹
介
す
る
の
は
筆
者
の
能
力
と
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
越
え
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
一
九
九
四
年
の
秋
に
参
加
し
た
国
際
平
和
学

会
総
会
で
活
発
に
論
議
さ
れ
た
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
平
和
学

会
の
平
和
教
育
委
員
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
話
題
、
最
近
の
ュ
、
亦

ス
コ
で
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
紹
介
し
、
最
後
に
そ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
み
た
日
本
の
平
和
教
育

の
特
徴
を
論
じ
て
み
た
い
。
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国
際
平
和
学
会
と
平
和
教
育
委
員
会
の
活
動

平
和
教
育
を
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
の
国
際
的
団
体
と
し
て
も
っ
と

も
強
力
で
代
表
的
な
組
織
は
国
際
平
和
学
会

(
I
P
R
A
一
E
R
E
m
-

巴
o
g
-
p
w
m
B
F
g
g
R
v
k
r
g
o
a丘町
O
S
の
平
和
教
育
委
員
会

(司

g
日

開

仏

z
g巴
。
ロ
ロ

O
B田
町
位
。
口
一
以
下
P
E
C
)
で
あ
ろ
う
。

国
際
平
和
学
会
は
平
和
の
条
件
や
戦
争
k
暴
力
の
原
因
な

E
に
つ
い
て

の
研
究
を
目
的
と
し
た
多
分
野
の
学
問
分
野
の
研
究
者
と
研
究
団
体
・

組
織
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
国
際
学
会
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
い
く
つ



か
の
研
究
グ
ル
ー
プ
や
委
員
会
が
あ
っ
て
、
平
和
に
関
す
る
研
究
を
分

野
ご
と
に
行
っ
て
い
る
。

P
E
C
は
、
も
っ
と
も
古
く
か
ら
活
動
し
て

い
る
委
員
会
で
あ
る
。

P
E
C
の
設
立
の
目
的
は
平
和
教
育
に
関
心
の

あ
る
者
や
平
和
教
育
に
関
連
す
る
研
究
を
国
際
的
に
協
力
・
促
進
さ
せ

る
こ
と
に
あ
る
。

函際理解と平和・人権敏育.平和教育の国際的動向

P
E
C
は
平
和
教
育
を
二
種
類
に
分
類
・
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
は
明
示
的
な

(
O
M
E
W
S
平
和
教
育
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

暗
黙
の

C
E
Z
E
C
平
和
教
育
で
あ
る
。
両
方
の
教
育
に
よ
り
、
と

り
わ
り
新
し
い
世
代
に
平
和
的
な
価
値
と
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教

育
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

P
E
Cが
扱
っ
て
い
る
の
は
就
学
前

教
育
・
初
等
教
育
・
中
等
教
育
・
高
等
教
育
に
わ
た
る
教
育
の
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
に
加
え
社
会
教
育
や
日
常
生
活
で
の
平
和
教
育
と
幅
広
い
。

国
際
平
和
学
会
は
二
年
に
一
回
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。
前
回
の
総

会
は
京
都
で
一
九
九
二
年
に
開
催
さ
れ
、
平
和
教
育
委
員
会
の
組
織
す

る
分
科
会
で
熱
心
に
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

今
回
の
第
一
五
回
大
会
は
一
九
九
四
年
一

O
月
三

O
日
か
ら
一
一
月

四
日
ま
で
、
マ
ル
タ
共
和
国
内
の
マ
ル
タ
大
学
と
地
中
海
会
議
場
で
お

こ
な
わ
れ
、
筆
者
は
全
日
程
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
体
会
で
は
、
「
文
化
聞
の
紛
争
に
対
す
る
平
和
研
究
と
平
和
教
育

の
役
割
」
、
「
平
和
の
文
化
に
む
け
て
の
平
和
研
究
と
平
和
教
育
の
挑

戦
」
、
「
地
中
海
地
域
で
平
和
は
可
能
か
?
」
、
「
民
族
と
紛
争
解
決
へ
の

平
和
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
形
式
の
論
議
が
あ
っ
た
。
第
二
の
平
和
の
文
化
の
問
題
は
、
全
体

会
だ
け
で
は
な
く
平
和
教
育
の
分
科
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
で

あ
り
、
次
節
に
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

分
科
会
は
、
「
圏
内
紛
争
・
紛
争
解
決
」
・
「
国
際
政
治
経
済
学
に
お

け
る
人
間
疎
外
」
・
「
平
和
教
育
」
・
「
平
和
史
」
・
「
女
性
と
平
和
」
・
「
東

欧
の
変
化
」
・
「
国
防
と
軍
縮
」
・
「
生
態
学
的
安
全
」
・
「
食
糧
政
策
」
・

「
非
暴
力
」
・
「
危
機
地
域
で
の
平
和
創
造
問

MOm-SE富
山
口
問
」
・
「
難

民
」
・
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
・
「
平
和
運
動
」
の
一
四
で
あ
っ
た
。

P
E
C
の
主
催
す
る
平
和
教
育
の
分
科
会
は
、
参
加
者
が
最
も
多
く
、

発
表
論
文
数
も
四
O
本
以
上
も
あ
り
、
開
催
時
間
も
指
定
さ
れ
た
時
聞

か
ら
あ
ふ
れ
で
、
夜
も
臨
時
に
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
聞
く
な
E
、
活
況
を
て
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い
し
て
い
た
。

平
和
の
文
化

(
1
)
ユ
ネ
ス
コ
と
「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
体
会
の
テ
l
マ
に
も
な
り
、
平
和
教
育
の
分
科
会
で
一
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
費
や
し
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
に
「
平
和
の
文
化
」
の
創
造

の
問
題
が
あ
る
。



「
平
和
の
文
化
」
は
ユ
ネ
ス
コ
が
近
年
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
名
称
で
あ
る
。
ュ
、
不
ス
コ
憲
章
の
前
文
に
「
戦
争
は
人
聞
の
心
か
ら

生
ま
れ
る
の
で
、
人
間
の
心
に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
極
対
立
の
冷
戦
構
造
か
ら
大
き
く
変
化
し

た
今
日
の
国
際
情
勢
の
も
と
で
、
こ
の
憲
章
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
新

し
い
平
和
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ュ
、
不
ス
コ
は
国
連
の
機
構
の

一
つ
で
あ
る
が
、
国
連
安
保
理
事
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
平
和
実
現
(
匂

g
B
E
ω
E
D
m
)
と
平
和
維
持
(
宮
仰
の
0

・

w
o
o
-ロ尚一

P
K
O
)
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
基
本
的

に
紛
争
解
決
の
た
め
に
武
力
の
行
使
を
も
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
、
い
わ
ゆ
る
消
極
的
平
和
(
戦
争
の
不
在
)
の
実
現
の
た
め
の
活
動

に
他
な
ら
ず
、
そ
の
名
目
、
て
大
国
の
権
益
の
た
め
に
国
連
が
利
用
さ
れ

て
き
た
歴
史
的
経
過
が
あ
る
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
積
極
的
平
和
を
め
ざ
す
平
和
創
造
(
吉
宮
φ

σ
E
E
Z
m
)
の
課
題
を
自
分
た
ち
の
任
務
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平

和
的
・
非
暴
力
的
方
法
で
教
育
・
文
化
・
科
学
・
芸
術
を
武
器
に
平
和
な
国

際
的
秩
序
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
環
と
し
て
、
九

0
年
代

に
入
っ
て
「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
ユ
ネ
ス
コ
「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際

こ
の
「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と
り
わ
け
紛
争
が
あ
っ
た

国
ゃ
あ
る
い
は
紛
争
が
起
こ
り
そ
う
な
国
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
モ
ザ
ン
ピ
1
ク
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
園
、
て
の
ュ
、
亦
ス
コ
の
機
関
の
諸
活
動
を
調
整
し
、
当

該
国
の
「
平
和
の
文
化
」
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
、
以
前
、
対
立
し
て

い
た
勢
力
の
和
解
を
進
め
る
と
い
う
活
動
と
と
も
に

N
G
O
や
政
府
・

諸
国
体
な

E
さ
ま
、
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
の
、
不
ツ
ト
ワ
l
ク
を
作
る
こ
と

を
課
題
と
し
て
い
る
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
は
二

O
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
政
府
と
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
代
表
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
は
、
先
住
民
の
支
援
活
動
や
戦
争
に
よ
っ
て
障
害
を

も
っ
た
子

E
も
の
養
育
な

E
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

民
主
主
義
的
な
市
民
の
形
成
と
人
間
の
発
達
・
新
し
い
国
家
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
促
進
し
、
「
平
和
の
文
化
」
を
学
習
し
、
そ
の
な
か
で

生
き
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
モ
ザ
ン
ピ

l
ク
で
は
ュ
、
不
ス

コ
が
地
域
の

N
G
Oを
支
援
し
て
教
育
・
訓
練
の
た
め
の
教
材
を
準
備

し
て
い
る
。
特
に
、
女
性
の
役
割
を
平
和
促
進
者

(
U
2
2

℃

5
目
。
宮
司
)
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
音
楽
な

E
を
通
し
て
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
多
様
で
あ
る
。
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(
3
)
「
平
和
の
文
化
」
を
各
国
で
も

「
平
和
の
文
化
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
ま
で
の
ュ
、
あ
ス
コ
の
活
動
の

よ
り
一
歩
進
ん
だ
試
み
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
プ
ロ
グ



ラ
ム
は
先
に
紹
介
し
た
二
カ
国
に
限
ら
ず
、
す
ぺ
て
の
国
で
、
「
ミ
リ

タ
リ
ズ
ム
(
軍
事
優
先
)
の
文
化
」
か
ら
「
平
和
の
文
化
」
へ
の
転
換

を
、
各
国
そ
し
て
国
際
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
「
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
(
軍
事
優
先
)
の
文
化
」
と
は
リ
ッ
タ
・

ワ
l
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
(
一
九
九
一
)
が
特
徴
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
現

在
の
先
進
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
各
国
に
蔓
延
し
て
い
る
文
化
で
あ

る
。
ワ

1
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
は
、
表
ー
の
よ
う
に
「
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
(
軍

事
優
先
)
の
文
化
」
か
ら
、
「
平
和
の
文
化
」
へ
の
転
換
を
提
起
し
て
い

q
Q
 

国際理解と平和・人権教育・平和教育の図際的動向

ユ
ネ
ス
コ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
平
和
の
文
化
」
と
は

人
々
の
聞
の
信
頼
・
協
力
を
作
り
出
す
過
程
、
で
も
あ
る
と
す
る
。
紛
争

解
決
を
す
る
の
に
武
器
の
代
わ
り
に
言
論
を
用
い
る
こ
と
を
学
ぶ
の
で

あ
る
。
人
々
同
士
が
争
う
の
で
は
な
く
、
飢
餓
や
社
会
の
不
正
義
と
闘

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
政
府
が
軍
備
に
お
金
を
使
う
の
で
は
な

く
、
社
会
的
事
業
に
力
を
注
寸
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム

(
軍
事
優
先
)
の
文
化
」
か
ら
「
平
和
の
文
化
」
へ
の
新
し
い
社
会
仁

移
行
す
る
た
め
に
は
、
紛
争
の
場
面
は
非
暴
力
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
平
和
の
文
化
」
の
具
体
的
な
定
義
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

組
織
者
の
一
人
デ
イ
ピ
ッ
ド
・
ア
ダ
ム
ズ
(
注
1
)
自
身
、
定
ま
っ
た

ミリタリズム(軍事優先)の文化から平和の文化への転換 (Wahlstrom，1991)

ーから ーへの転換

ミリタリズム(軍事優先)の文化 平和の文化

権威主義的教育 民主的教育

軍事訓練 軍縮教育

偏見に充ちた敵のイメージの宣伝 偏見に対する反撃

人聞と自然に対する暴力的行為 人聞と自然に対する非暴力的行為

ミリタりズムの概念・神話・イメージ 代案の (alternative)概念・神話・イメージ

父性の無視 父'生の促進

男女差別の支持 男女平等の支持

服従・同一主義 自主・自立・批判的思考の支持

平等と正義と人権の無視 平等と正義と人権の尊重

人種差別とナショナリズム 寛容と地球的責任

表 1

定
義
は
な
い
と
言
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
平
和
教
育
が
平

和
の
文
化
の
創
造
に
果
た
す
役

割
が
大
き
い
事
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
ベ
ツ
セ
ル
ズ
(
一
九
九

四
)
は
、
平
和
教
育
が
「
平
和

の
文
化
」
の
創
造
に
貢
献
す
る

上
で
の
五
つ
の
原
則
を
提
案
し

て
い
る
。
第
一
に
、
平
和
教
育

が
学
校
外
も
含
め
様
々
な
社
会

レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
第
二
に
、
競
争
で

は
な
く
協
力
・
共
同
の
活
動
が

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
で

推
奨
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第

三
に
、
破
滅
的
な
抗
争
を
防
?

に
は
集
団
や
個
人
を
越
え
た
上

住
の
目
標
(
例
え
ば
対
立
す
る

民
族
聞
で
も
共
に
受
け
う
る
利

益
)
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
の
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た
め
に
協
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
共
感
と
多
文
化
理
解
が
平

和
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
統
合
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
五
に
、

積
極
的
平
和
に
む
け
て
の
平
和
教
育
の
構
造
と
内
容
と
教
授
法
が
根
本

的
に
再
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
平
和
の
文
化
」
の
創
造
は

活
動
に
よ
っ
て
学
習
す
る
過
程
な
の
で
あ
る
と
ベ
ッ
セ
ル
ズ
は
強
調
し

て
い
る
。

国
際
的
な
平
和
教
育
の
動
向
と
日
本
の
平
和
教
育

(
1
)
日
本
の
平
和
教
育
の
特
徴

国
際
的
な
平
和
教
育
の
動
向
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
世
界
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
国
が
あ
り
、
ま
た
、
先
進
諸
国
に
限
っ
て
も
そ
の
平
和
教
育
の

特
徴
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

P
E
Cで
の
議
論
な

E
を
参
考
に

し
て
考
え
る
と
、
海
外
の
平
和
教
育
か
ら
み
て
日
本
の
平
和
教
育
に
は

以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
岡
山
う
。

第
一
の
特
徴
と
し
て
、
日
本
の
平
和
教
育
は
伝
統
的
に
日
本
が
起
こ

し
た
戦
争
の
歴
史
、
と
く
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
な
か
で
起
こ
っ

た
こ
と
を
重
点
的
に
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
他

国
の
平
和
教
育
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
過
の
事
実
の
探
求
に
重
点

を
お
い
て
い
る
所
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
現
代
の
世
界
で

起
こ
っ
て
い
る
国
際
的
な
民
族
問
、
あ
る
い
は
国
家
聞
の
紛
争
を
取
り

上
げ
て
い
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
的
特
徴
の
生

成
さ
れ
た
理
由
に
は
さ
ま
、
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
い

く
つ
か
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
日

本
の
民
衆
が
直
接
体
験
し
た
戦
争
で
あ
り
、
そ
の
時
の
被
害
と
悲
惨
な

体
験
(
た
と
え
ば
原
爆
)
を
継
承
す
る
と
い
う
社
会
的
意
義
の
あ
る
活

動
と
日
本
の
平
和
教
育
が
結
び
つ
い
て
発
展
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
次
に
、
日
本
の
戦
争
が
侵
略
戦
争
、
で
あ
っ
て
、
戦
争
に
お
け
る
不

正
義
な
行
為
の
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
ら
の
事
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
の
教
育
方
針
は
そ
の
よ
う
な
歴

史
を
教
材
と
し
て
扱
う
こ
と
に
消
極
的
で
あ
り
、
妨
害
さ
え
し
た
と
い

う
立
場
を
取
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
教
師
た
ち
が
批

判
的
立
場
か
ら
、
子
E
も
・
青
年
の
健
全
な
歴
史
的
認
識
を
形
成
し
た

と
い
う
抵
抗
的
な
意
図
に
よ
っ
て
平
和
教
育
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ

の
日
本
の
歴
史
的
特
徴
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
に
対
す
る
抵
抗
の
戦
争
を

行
っ
て
き
た
諸
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
と
は
全
く
趣
を
異
に
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
教
育
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
非
常
時
に
備
え
る
と
い
う
安
全
保
障
の
た
め
の
教
育
、
あ
る
い

は
自
国
の
体
制
の
正
当
化
が
む
し
ろ
強
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す

る
、
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
特
徴
は
、
第
一
の
特
徴
と
関
連
す
る
の
だ
が
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日
本
の
平
和



国際理解と平和・人権紋育・平和教育の国際的動向

教
育
が
日
本
の
戦
争
に
つ
い
て
の
科
学
的
認
識
や
日
本
国
憲
法
の
民
主

的
理
解
な

E
、
い
わ
ゆ
る
知
識
・
理
解
の
課
題
が
重
視
さ
れ
て
き
た
の

に
対
し
て
、
海
外
で
は
、
む
し
ろ
技
能
や
態
度
に
重
点
を
お
い
て
い
る

場
合
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
紛
争
解
決
(
の

S
E
2
5∞o-
丘町
O
ロ
)
を

テ
!
?
と
す
る
平
和
教
育
で
は
、
紛
争
解
決
の
歴
史
的
な
経
過
や
事
実

よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
の
生
活
の
な
か
で
活
用
で
き
る
よ
う
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
暴
力
思
想
(
ガ
ン
ジ
ー

や
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
!
な

E
)
の
内
容
を
子

E
も
に
深
く
理
解
さ
せ
る

よ
り
も
、
非
暴
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

E
に
よ
っ
て
非
暴
力
的
に
も
め
事

の
解
決
を
子
ど
も
が
行
え
る
よ
う
な
実
際
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
平
和
教
育
は
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
の
認
識
を
い
か

に
高
め
る
か
が
重
視
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
ュ
、
亦
ス
コ
な

E
で
提
起

す
る
平
和
教
育
で
は
子
ど
も
の
態
度
の
な
か
で
も
特
に
行
動
的
成
分
が

重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
も
日
本
の
教
育

状
況
に
基
づ
く
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
日
本
の

小
・
中
・
高
校
の
教
育
内
容
が
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
細
か
く
規
定

さ
れ
て
い
て
、
各
ク
ラ
ス
・
学
年
・
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
主
性

が
そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(
2
)
イ
ギ
リ
ス
の
平
和
教
育
と
の
比
較

こ
の
よ
う
な
海
外
と
日
本
の
平
和
教
育
の
違
い
を
イ
ギ
リ
ス
の
平
和

教
育
の
例
で
見
て
み
よ
う
。
ム
ラ
カ
ミ
(
一
九
九
四
)
は
イ
ギ
リ
ス
の

平
和
教
育
と
日
本
の
平
和
教
育
と
の
比
較
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を

抜
粋
し
て
図
式
化
し
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
日
本
の
教
師
と
イ
ギ
リ

ス
の
教
師
の
対
比
が
興
味
深
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
闘
っ
た
経
験
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
は
現
在
核
保
有
聞
で
あ
り
反
核
運
動

も
活
発
で
あ
る
。

(
3
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
平
和
教
育
と
の
比
較

次
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
ピ
エ
ル
ス
テ
ッ
ト
(
一

九
九

O
)
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
「
平
和
へ
の
準
備
」
教
育
計
画
の

立
案
に
際
し
て
、
平
和
教
育
に
は
四
つ
の
目
標
分
野
が
あ
る
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
的
・
技
能
的
側
面
、
価
値
的
側
面
、
行
為
準
備
的
側

面
を
表
三
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

表
3
、て

(l)
の
「
非
暴
力
の
準
備
」
の
「
認
知
的
成
分
」
(
小
さ

い
長
方
形
で
固
ま
れ
て
い
る
部
分
)
に
つ
い
て
、
彼
は
、
そ
の
分
野
で

の
基
本
目
標
を
「
生
徒
は
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
知
識
と

現
代
の
知
識
を
持
ち
、
暴
力
に
よ
る
解
決
の
不
安
定
さ
と
危
険
の
洞
察

を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
平

和
教
育
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
こ
の
下
に
次
の
十
一

の
下
位
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
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(1)
生
徒
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
戦
争
に
つ



日本とイギリスの平和教育の比較 (Murakami，1994より抜粋)

イギリスの平和教育の特徴 日本の平和教育の特徴

平和教育 平和についての教育と平和のための教育 平和教育は直披的教育と間接的教育があ

の機造 を区別する。平和]的な方法を使わない平 る。間接的平和教育は直接的平和教育の

和についてのいくつかの教育は平和教育 基礎を作るものと考えられている。平和

とみなさない。 教育とはこの直接的平和教育のこ tを指

すとみなされている。

平和教育 平和教育は紛争と暴力の原因の解明をパ この削の戦争体験を継承することによっ

の目的 ランスのとれたアプローチによって、追 て戦争に反対する態度を子Eもに身につ

求する。学生は問題解決の代案を探すこ けさせるのが平和教育の主な目的であ

とを求められている。 る。

教えこみ 教育は平和教育において子Eもたちに教 たとえば、原爆教育の場合には原爆被害

について えこみをすることを避けよう tする。そ 者の証言を子どもに聞かせたり、読ませ

の代わりに平和問題の対立する見方を提 たりすることによって、その悲惨な体験

示して問題を自分たち自身で客観的に考 を情動的に追体験するようにしている。

えることを手助けする。 教師は平和教育の目的の達成のために情

動的な方法を用いる。

表 2

い
て
の
知
識
を

持
ち
、
戦
争
の

複
雑
な
原
因
と

結
果
に
つ
い
て

の
洞
察
と
、
戦

争
が
ど
の
よ
う

に

体

験

士
・
非
戦
闘

員
)
さ
れ
た
か (丘ハ

に
つ
い
て
の
理

解
が
必
要
で
あ

る

(
2
)
第

二

次
世
界
大
戦
後

の
軍
拡
競
争
と

軍
縮
の
交
渉
の

試
み
、
そ
し
て

そ
の
交
渉
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た

結
果
、
あ
る
い

平和教育に関連する構成要素の図式 (Bjerstedt，1993)

4つの分野 認知/技能(認知的成分) 価値{価値的成分) 行動準備(行動的成分)

(1)非暴力への準備 非暴力の倫理。 平和への努力と暴力に

決の不安定さ危険 よる解決に反対する意

の洞察。 志と意欲。

/コミュニケーション

スキル。紛争解決のス

キノレ

(2)世界市民の責任 奨文化の意識化。グロ 「人権Jに基づいた 広範囲な責任。世界社

ーパノレ・生態学的な見 「グローパノレな倫理J。 会の発展への参加(関

通し。 国際法の尊重。 与)。

(3)平等の態度 世界社会の不正義と不 平等の理念(理想)。 異質な集団に対して関

平等に対する洞察。偏 心を持ち、寛容な態度

見の意識化。 て正義と平等な分配の

実現のために努力する

ことへの準備。

(4)f-¥:案を批判的に探求 膝史的な発展や今日の 「未来をつ〈るのは 他者と協力することに

するための準備 開発を批判的にみる能 我々共通の課題であ より、新しい代案を求

力。メディアに対する るJlいう立場に立つ めて、それを開発し努

意識化。/他の選択可 こと。 力することへの準備

能性を生成する能力。
」ー

性。

76 

表 3



は
得
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
に
つ
い
て
、
生
徒
は
知
る
必
要
が
あ
る
。

(3)
自
国
の
軍
事
的
・
非
軍
事
的
防
衛
政
策
に
つ
い
て
知
る
と
同

時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
今
日
の
(
批
判
的
)
代
案
・
平
和
論
争
・
平
和
運

動
に
つ
い
て
も
知
識
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

(4)
今
日
の
世
界
で
の
莫
大
な
軍
事
費
と
、
も
し
そ
れ
が
他
の
側

面
の
発
展
仁
投
資
さ
れ
た
と
き
の
結
果
を
十
分
理
解
す
る
必
要
が
あ

ヲ
Q

。

国際理解と平和・人権教育.平和教育の国際的動向

(5)
生
徒
は
戦
争
は
不
可
避
的
に
起
こ
る
の
で
は
な
く
て
、
紛
争

解
決
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
政
治
指
導
者
に
よ
っ
て
普
通
起
こ
さ
れ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
る
必
要
が
あ
る
。

(6)
生
徒
は
、
核
戦
争
も
含
め
た
近
代
戦
争
の
結
果
に
つ
い
て
知

り
、
紛
争
解
決
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
が
承
認
し
が
た
い

悲
惨
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(7)
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
書
物
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
理
想
化
(
美
化
)
さ
れ
、
英
雄
視
さ
れ
て
記
述
さ
れ
、
大
量

の
暴
力
に
つ
き
も
の
の
恐
れ
・
苦
し
み
・
被
害
を
お
お
い
隠
す
こ
と
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(8)
戦
争
の
前
に
は
現
実
離
れ
し
た
敵
の
イ
メ
ー
ジ
の
大
規
模
な

宣
伝
(
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
)
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
自
覚
し
、

片
寄
っ
た
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
的
な
材
料
に
対
し
て
、
そ
れ
を
正
し
く
認
識

し
、
批
判
で
き
る
ス
キ
ル
を
獲
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(9)
暴
力
は
相
手
か
ら
の
暴
力
に
よ
る
反
撃
を
招
く
と
い
う
「
暴

力
の
悪
循
環
」
仁
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

(
叩
)
国
際
的
紛
争
が
戦
争
と
い
う
結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く

あ
る
と
い
う
こ
と
と
非
暴
力
的
な
紛
争
解
決
を
導
く
代
案
の
方
略
に
つ

い
て
い
く
ら
か
の
知
識
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

(
日
)
二
国
聞
が
「
敵
」
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
時
、
よ

り
建
設
的
な
平
等
な
条
件
、
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
の
努
力
を

増
や
す
ぺ
き
だ
(
減
ら
す
の
で
は
な
く
)
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
も
中
立
国

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
国
の
戦
争
の
歴
史
よ
り
も
、
戦
争
防
止
と

非
暴
力
的
な
問
題
解
決
の
た
め
の
知
識
・
ス
キ
ル
が
強
調
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、

お
わ
り
に

前
の
部
分
、
で
は
、
日
本
と
海
外
の
違
い
を
強
調
し
た
け
れ
ど
も
、
世

界
の
平
和
教
育
に
は
共
通
す
る
理
念
、
目
標
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
国

際
法
な

E
の
根
拠
が
あ
る
。
最
近
で
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
実

体
化
す
る
教
育
は
、
日
本
で
の
広
義
の
平
和
教
育
の
課
題
で
あ
る
と
と



も
に
、
人
類
社
会
で
の
人
権
の
歴
史
的
発
展
に
「
国
際
貢
献
」
す
る
と

い
う
普
遍
性
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム

(
軍
事
優
先
)
の
文
化
か
ら
平
和
の
文
化
へ
の
転
換
の
課
題
の
日
本
で

の
実
践
も
、
ュ
、
不
ス
コ
が
各
国
に
提
起
し
つ
つ
あ
る
国
際
的
課
題
に
答

え
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
子

E
も
・
親
・
教

師
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の
継
続
と
発
展
の
問
題
、
で
も
あ
る
。

平
和
教
育
の
国
際
的
動
向
を
ふ
ま
え
、
人
類
普
遍
的
な
課
題
を
日
本

の
実
状
に
応
じ
て
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
海
外
の
心
あ
る
人
々
と
対
話
し
、
日
本
の
経
験
を
伝
え
、
お
互

い
に
交
流
す
る
活
動
の
重
要
性
を
筆
者
は
、
最
後
に
指
摘
し
た
い
。
日

本
の
教
師
た
ち
が
、
研
究
団
体
を
自
ら
組
織
し
、
他
の
地
域
の
実
践
に

学
び
、
交
流
し
、
お
互
い
の
活
動
を
豊
か
に
し
あ
っ
て
き
た
対
話
と
協

力
の
関
係
が
、
今
日
、
て
は
、
文
化
を
越
え
、
民
族
を
越
え
、
国
境
を
越

え
て
実
現
で
き
る
可
能
性
が
ま
す
ま
す
聞
け
て
き
て
い
る
、
と
筆
者
は

感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(注
l
)

ア
ダ
ム
ズ
は
、
ワ

1
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
と
と
も
に
セ
ピ
リ
ア
声
明
(
一

九
八
六
)
を
準
備
し
、
声
明
発
表
後
も
各
国
の
諸
団
体
と
個
人
に
普
及
活
動
を

行
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
で
あ
る
。
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